
〇
十
主
よ
∵
士
を
姦
ラ
ふ
二
王
斗
削
悔
致
阜

薯
背
⑦
害
虫
主
事
耳
管
十
指
薄
幸
′
い
1

〆
′
し
∴
∵
イ
「
∠
:
ん
∠
一
乙
部
雑
磋
」

〇
十
手
中
ユ
⊂
富
子
昨
い
単
利
エ
キ
ュ
革

毒
草
当
主
三
善
苧
三
富
冨
毒
草
を
‡

Y
阜
ま
呼
号
雑
種
匂
埠
坪
っ
さ
掌
市
営

⑦
雑
解
毒
翰
報
謝
礎
⑦
専
目
を
主
「
匂

却
阜
⑦
雑
携
、
男
ら
手
写
「
?
阜
与
墓
主

星
稔
の
鞄
碑
」
曾
管
主
餉
目
⑦
写
車

○
埠
を
千
「
主
項
薯
Y
一
堂
日
割
⑦

`
富
ま
す
と
干
主
二
㌢
管
主
丁
常
吉
尊
堂
昨

球
を
劃
、
の
呼
諸
教
案
弐
艶
幽
闇
Y
削

致
嘉
⑦
軸
京
、
諸
γ
車
掌
の
呼
や
〔
干

シ
相
島
韓
艶
も
豊
国
判
子
皇
碓
⑦
し
∀

○
孝
「
主
軸
軸
封

壁
≠
妻
等
霊
誓
言
立
主
計
闇
出
土
「

弐
百
時
専
/
二
二
山
⑦
嵐
誇
ア
ど
い
つ

「
電

工
皐
畢
Y
」
、
諸
学
「
手
書
磯
雄
夕
日

の
殺
乱
立
薫
健
哉
姑
、
軽
就
諜
璽
誹
、
蕪

灘
難
事
手
業
蜜
、
の
寄
手
封
部
⑦
ヰ
S

や
回
L
ユ
曲
事
十
致
一
回
、
璃
〇
五

〇
番
「
立
田
週
の
娼

⑦
⊂
一
一
割
老
目

へ
王
宮
と
圭
子
辞
や
噸

哉
娼
〇
番
「
手
中
諸
普
璧
⑦
五
男
と
∠
一

∠
轟
こ
こ
芋
早
耳
竜
王
㌣
う
り
草
妄
言
、
の

善

町
営
小
。
哲
等

呼
諸
「
騨
覇
哲
畳
」
9
⑩
α
読
、
土
中

ユ
坪
盟
主
薬
指
彰
五
、
の
呼
子
⑦
亀
単

二
や
打
製
幕
営
、
引
致
嘉
申
⑦
翻
弄

〇
番
「
手
「
封
騨

言
争
畿
嘗
貰
引
致
嘉
申
⑦
血
石
三
善
出
動

朗
割
勘
、
「
雑
読
牽
迎
撃
匂
昨
中
富
を

白
子
中
学
年
耳
弐
薗
凝
⑦
譜
表
申
尊
母

や
ユ
「
し
、
尋

〇
番
「
立
寸
し
`
と
⑦
軸

凝
諸
落
掌
土
笛
耳
浬
⑦
国
営
、
判
碓

○
止
ま
チ
リ
呼

諸
子
「
↑
曾
ヰ
珊
暑
い
澄
子
昨
⑦
羊
⊂
弾

く
尋
利
通
の
封
推
⑦
彰
目
⑦
蝉
蹄
帝
京

子
ら
阜
静
男
罷
課
⑦
軸
磋
匂
坪
二

〇
十
主
立

手
「
ユ
「
勘
的
匂
尊
卑
道
立
セ
弐
′
∵
1

〆
子
と
ふ
子
と
⑦
)
雑
種
⑦
刹
一
関
可

言
い
多
諸
説
選
管
〉
呼
号
親
授
幻
真

理
二
、
畔
ま
せ
誓
霊
善
吉
音
読
で
高

手
「
昨
∠
ん
∠
一
乙
部
親
授
」
、
兜
沼

雑
薗
再
哲
の
首
稽
身
勢
艶
碑
⑦
解
姑
・

-
認
軸
擁
I

「
軍
営
避
藷
蛙
雑
嬬
・

坪
悔
曽

掌
∴
重
雄
票
灘
肴
∴
甑
擢
出
艶
首
授
・

ロ
ヰ
勘
叢
艶
∴
陶
弟
飽
軸
哲
の
首
凝
・

襲
璃
雑

機
工
三
言
雲
助
無
闇
軸
普
∴
甘
皮
首
雇
・

○
十
手
「
棄
暗

号
埠
と
〉
い
⑦
「
田
首
⑦
去
、
⊥
冶 〇

十

手
中
ユ
ヰ
畔
瓢
牽
坦
鴻
自
費
判
と
I
二

二
〇
王
ら
二
二
主
軸
桧
、
$
寄
掛
の
「
I

〇
番
「

手
中
ユ
マ
劃
〉
幸
平
辛
岬
難
の
暑
雑
読

g
千
種
雷
撃
批
難
、
立
「
田
首
を
中
子

「
軸
希
登
る
主
観
∴
鵬
漂
聾
出
場
」
、
割
高
十
ふ

ん
-
1
哩
一
(
日
曜
・
㍑
/
9
)

闇
推
⑦

日
離
、
の
隼
雄
⑦
Q
言
「
謝
主
意
讐
斗
判

頓
靴
曾
〉
軍
票
親
授
の
告
知
、
ユ
ヌ

.
十
手
「
孝
言
∵
∵
轍

等
〉
つ
を
羊
牽
牛
鮒
こ
ら
車
重
ユ
「
去

欝
章
二
、
寮
灘
ご
⑦
掌
雑
品
の
曽
寺

○
十
手
の
宰
土
で
妻
言
い
草
「
引
立
⑦

繋
出
世
、
ユ
「
型
ユ
亭
主
確
戟
⑦
兜
で

ロ
コ
同
意
軍
事
し
マ
.
封
の
主
よ
を
岩
壁
諜
毒

手
「
↑

「
曾
十
台
豊
弐
基
礎
の
鞄
碑
」

キ

「
割
捲
⑦
曽
写
」
電
撃
土
鍋
目
の
写
車

〇
番
「
羊
の
車
種
を
手
合
微
蚕

宮
詣
法
理
哉
読
芯
室
数
フ
;
∵
さ
ら
高
音
事
由
し
マ

諸
学
「
立
飽
喜
擬
高
専
で
専
ら
ま
せ

珪
三
も
羊
回
申
⑦
発
車
、
宮
轡
和
を
専
剖

帖
草
々
数
年
腫
哉
⑦
案
車

へ
弐
飯
事
⑦

軸
で
口
重
さ
昨
東
鶉
⑦
蟄
毒
聖
地
告

写普狩猟託生鵠劉日ウし巴6車台咄苦言Cウ党別蟄韓等 〔の「11ネ

暗
殺
の
寺
立
ネ
闇
鰐
曾
〉
俄
専
馳
鰭



賀

寿

顕

彰

者

叙
勲
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

永
年
に
渡
る
教
育
活
動
へ
の
功
績

永
年
に
渡
る
教
育
活
動
の
功
績
に
対
し

て
、
本
年
度
は
二
名
の
方
が
叙
勲
の
栄

に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

浅

見

信

様
(
川
寺
)

瑞
宝
双
光
章

令
和
五
年
一
月
一
日
付

飯
能
市
教
育
委
員
会

扱

平
成
七
年
三
月
、
飯
能
市
立
加
治
束
小

学
校
長
を
退
職
、

本
会
に
入
会
し
て
活
動
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

飯

島

士

郎

様
(
稲
荷
町
)

瑞
宝
双
光
軍

令
和
五
年
四
月
一
日
付

飯
能
市
教
育
委
員
会

扱

平
成
七
年
三
月
、
飯
能
市
立
飯
能
第
一

小
学
校
長
を
退
職
、

本
会
に
入
会
し
て
活
動
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

高
齢
者
叙
勲
の
栄
に
浴
し
て

浅

見

信

令
和
五
年
二
月
二
十
七
日
、
妻
と

共
々
飯
能
市
教
育
委
員
会
に
出
向
き
、

中
村
教
育
長
様
よ
り
、
高
齢
者
叙
勲
「
瑞

宝
双
光
章
」
の
伝
達
を
賜
わ
り
ま
し
た
。

若
か
っ
た
頃
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
教

職
を
退
職
し
て
か
ら
も
、
こ
の
た
び
の

よ
う
な
栄
に
浴
す
る
と
は
夢
に
も
思
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
よ
り
先
、
飯
能
市
退
職
校
長
会

長

(
当
時
)

の
富
士
池
先
生
に
は
ご
来

宅
の
上
、
全
国
か
ら
の
賀
詞
を
お
持
ち

く
だ
き
り
、
米
寿
の
誕
生
日
の
朝
に
は

本
会
か
ら
の
ご
鄭
重
な
る
お
祝
い
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
会
員
皆
様
に

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
長
寿
で
こ
ら
れ
た
こ
と
も

家
族
や
ご
支
援
い
た
だ
い
た
方
々
の
お

陰
で
す
。
現
在
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
、

体
力
の
回
復
と
維
持
に
励
ん
で
い
ま
す
。

初
任
地
は
山
峡
静
か
な
中
学
校
五
十
二

名
の
担
任
と
な
る

初
め
て
の
担
任
を
せ
し
三
年
間
楽
し
き

日
々
を
忘
る
こ
と
な
し

登
校
に
苦
し
む
生
徒
の
悩
め
る
に
寄
り

添
い
き
れ
ず
悔
い
は
今
で
も

定
年
を
迎
え
し
頃
は
思
わ
ざ
り
米
寿
に

生
き
る
我
あ
る
こ
と
を

米
寿
に
て
高
齢
者
叙
勲
賜
わ
る
は
更
に

学
べ
の
激
励
と
せ
ん

高
齢
者
叙
勲
の
栄
に
浴
し
て

飯

島

士

郎

三
月
三
日
の
誕
生
日
に
米
寿
を
迎
え

た
私
は
飯
能
市
退
職
校
長
会
長
様
の
ご

来
訪
を
受
け
、
会
員
皆
様
か
ら
の
賀
詞

や
祝
金
を
頂
戴
し
、
恐
縮
い
た
す
と
共

に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

私
の
教
員
生
活
は
高
麗
川
小
学
校
を

振
り
出
し
に
日
高
町
や
飯
能
市
の
小
学

校
五
校
、
ま
た
、
教
育
行
政
面
で
は
日

高
町
教
育
委
員
会
、
・
飯
能
市
教
育
委
員

会
の
学
校
教
育
課
、
そ
れ
に
県
教
育
局

入
間
教
育
事
務
所
に
勤
務
さ
せ
て
頂
き
、

学
校
外
の
事
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
有

難
か
っ
た
で
す
。
こ
の
こ
と
も
今
回
の

叙
勲
に
繋
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感

謝
の
念
に
耐
え
ま
せ
ん
。

な
お
、
叙
勲
に
際
し
ま
し
て
は
三
月

下
旬
に
受
諾
の
意
向
や
健
康
状
態
の
打

診
、
四
月
当
初
に
叙
勲
決
定
の
内
示
が

あ
っ
て
、
六
月
二
十
六
日
に
飯
能
市
教

育
委
員
会
か
ら
教
育
長
様
は
じ
め
、
叙

勲
事
務
担
当
者
等
三
名
の
方
が
拙
宅
に

ご
足
労
賜
わ
り
、
伝
達
式
を
挙
行
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
右
脚
大
腿
骨
骨
折

最
中
の
私
に
と
っ
て
は
こ
の
上
な
い
ご

配
意
で
あ
り
、
感
謝
の
言
葉
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
帰
庁
の
際
は
妻
共
々
、

心
を
込
め
て
お
見
送
り
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
私
自
身
、
自
分
を
大
事
に

し
て
く
れ
た
家
族
を
守
り
、
地
域
の
為

に
も
尽
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

「
今
を
最
高
に
生
き
る
」

-
明
る
く
・
楽
し
く
-

石

田

宣

雄

傘
寿
祝
!
0
0
歳
の
祝
。
傘
の
略
字
の

「
全
」
が
八
十
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら

の
祝
。
読
み
は
「
さ
ん
じ
ゅ
」

さ
て
、
私
は
1
 
0
月
2
2
日
が
誕
生
日
。

8
0
歳
に
な
り
ま
す
。
「
人
生
老
多
時
」

自
由
自
在
の
時
間
が
増
え
ま
す
。
健
康

に
恵
ま
れ
今
を
最
高
に
生
き
る
。
充
実

し
た
退
職
人
生
を
心
豊
か
に
過
ご
し
て

お
り
ま
す
。
父
は
7
3
歳
で
母
は
9
7
歳
で

こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
が
、
母
ま
で
に

は
ま
だ
ま
だ
で
す
。

「
サ
ー
モ
ン
、
カ
ム
バ
ッ
ク
」
鮭
は
大

き
く
成
長
し
故
郷
に
戻
り
ま
す
。
鮭
の

よ
う
に
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
社
会
の
た

め
に
積
極
的
に
活
動
し
た
い
と
思
い
ま

す
。少

々
手
前
味
そ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

結
び
に
、
息
子
夫
婦
か
ら
額
入
り
の
詩

が
贈
ら
れ
て
き
ま
し
た
の
で
、

⑮
ち
ず
に
努
力
し
一
生
懸
命
⑤
ん
ら
い

厚
く
苦
労
も
越
え
る
㊨
れ
に
も
誠
実
人

柄
ひ
か
り
◎
び
や
か
人
生
傘
寿
を
祝
う

⑱
じ
安
泰
の
家
庭
を
築
き
㊨
つ
か
れ
様

と
感
謝
を
込
め
て
健
康
長
寿
の
米
寿
へ

続
く今

ま
で
の
人
生
を
振
り
返
り
、
自
分

の
生
き
た
い
よ
う
に
生
き
る

「
マ
イ
、

ウ
ェ
イ
の
人
生
!
」
を
実
践
し
て
参
り

ま
す
。

2



○
十
手
「
番
い
五
品
票
半
音

毀
善
こ
、
工
の
蚕
革
告
辞
嘗
⑦
躍
澄

○
ギ
⊂
弾
「
的
稽
⑦
脇
立
」
孝

乙
や
暑
中
・
雲
濯
、
判
胃
野
寺
一
曲
呈

○
羊
こ
い
ユ
C
章
シ
尊
重
千
〇
暫
落
雪
香

里
Y
中
富
、
雲
う
え
て
土
田
塾

〇
番
「
腫

部
の
劫
専
Y
l
壬
1
皐
∠
之
一
首
凝
、
尊

の
半
ら
の
課
専
唯
⑦
曽
雑
姥
、
弐
重 〇

番

当
ユ
白
球
坪
潮
Y
一
主
事
脚
的
判
動
学

「
礁
硝
○
革
中
立
γ
脊
妾
⊂
老
年
戟
写

〉
単
利
白
い
革
押
引
腫
哉
姫
、
車
掌

〇
番
⊂
呼
ユ
皆
軒
⑦
割
Y
罷
業
○
キ

「
革
阜
押
専
主
副
胃
乾
草
」
毒
血
言
霊
輩
の

百
叢
立
、
判
主
軸

〇
番
ヰ
喜
子
蛍
種
苗

判
立
案
詩
阜
謡
専
Y
士
、
和
室
雲
は

弐
圭
一
革
蕪
灘
認
可
、
掘
割
半
里
豊

○
羊
C
車
種
身
球
土
中
⑦
土
笛
語

勢
海
里
、
ヰ
甘
専
「
騎
車
平
喜
の
剥
⑦

い
「
二
割
工
業
獄
⑦
草
地
○
章
二
こ
亭
主

「
当
事
」
や
ユ
「
球
種
国
利
市
営
幸
一

〇
㌢
呼
主
事
皆
圭

一
日
章
規
㍊
丁
と
埠
十
才
要
事
〉
工
学
車
軸

判
⑦
合
理
喜
田
中
富
主
軸
や
立
直
⑦

五
〇
㌢
い
言
霊
半
⑦
〉
多
、
判

(
聴
瀞
)

在
上
山
主
項
1
口
⑦
的
凝
⑦
毎
日
沌

○
革
妄

ユ
孝
を
専
「
判
子
的
授
⑦
飾
車
」

引
見

閏
の
五

〇
番
雲
ユ
⊂
身
専
蕪
辞
嘉
宴
討

鴫
⑦
掌
中
中

へ
閏
毒
草
彩
雑
謀
判
鴻

捏
∴
繋
喜

田
-
艶

「
竹
上
-
工
作
-
口
の
惟
」

○
上
主
よ
∵
叫
γ
㈲
苗
シ
ャ
イ
士
モ
ア
金
轡
⑦
の

孝
⑦
黙
勘
と
イ
寸
と
、
中
興
引
く
と
ん

イ
/
二
川
よ
、
剛
⑦
五

〇
十
呈
∴
∵
ユ
「
削

澄
男
該
〉
画
工
「
諜
丁
γ
フ
高
二
千
把
聖

霊
遺
筆
平
日
、
立
郎
境
普
〉
亨
的
γ
喜
界

へ
諸
学
「
手
「
離
弼
立
一
群
一
才
掌
⑦

国
中

へ
有
事
/
士
、
∠
六
、
1
イ
土

〇
十

手
中
ユ
「
岬
尋
や
農
事
礎
選
セ
ロ
⑦
掌

⑦
鶉
国
将
、
ユ
「
キ
メ
丁
㌧
壬
′
∠
(
裏

γ
車
手
車
埠
営
利
妄
尋
剖
士
⑦
画
的

〇
十
軍
手
画
工
シ
郵
立
蟄
郵
革
土
田
⑦

雛
菊
出
、
匂
諸
事
で
澄
男
皆
既
牽
割
曲

率
錦
鵜
⑦
呼
子
畿
誓
璧
○
阜
手
中
ユ
⊂

蟹
封
書
種
子
畔
葦
馨
⑦
鞠
首
や
回
二
百

〇
十
手
中
ユ
出
立
在
団
璃
⑦
腫
戟
干
し
、

を
〉
⊂
暑
中
ロ
マ
の
時
点
「
捲
土
揮
碑

〇
十
主
唱
耕
利
鞘

判
逆
⑦
雲
手
車
「
撹
式
台
ら
さ
き
掌
割
烹

脚
立
灘
諜
鴇
、
諸
十
手
「
茹
諦
デ
契
孝
雄

判
小
関
の
フ
高
雅
〇
線
宣

〇
五
主
千
旦
閏

毒
筆
半
里
龍
巻
宝
玉
を
、
匂
諸
寄
土

星
革
士
レ
ふ
了
今
山
、
王
子
」
I
廿
、
有
と
圭

揃
う
準
利
札
マ
酎
⑦
王
子
堂
山
六
へ
⑦
百

二

〇
阜
手
埋
ま
轡
手
合
い
ユ
坪
珊
弐
干

埠
の
革
V
N
G
⑦
曽
曹
⑦
ヤ
拙
唖
皆

〇
十
重
言
∵
亡
国
尊
卑
・
毒
素

宵
革
雪
国
埋
立
朗
弼
業
、
「
朝
日
専
∠

二
六
、
∠
′
壬
4
∠
割
胃
Y
⑦
二
鵠
○
革

「
セ
キ
u
喜
雪
男
-
1
1
∠
牽
⑦
「
↑
、
呼
艶
聞

車
間
革
未
配
動
地
暑
卦
雌
へ
璃
雑
読

薫
∴
帖
∴
習

干

上
雌
重
や
難
事
猫
湘
軍
手
中

○
阜
手
中
ユ
二
二
常

子
点
種
三
言
∵
亡
君
艶
牽
重
訂
⑦
立
丁
⑦

帝
孟
⑦
「
↑
、
判
も
寄
与
イ
呼
、
匂
尊
卑
や

「
薄
幸
∠
有
エ
⑦
軸
騨
ネ
謀
Y
単
年
匂

埠
坪
二

〇
阜
手
中
ユ
⊂
窯
毒
虫
高
五
品

塾
蟄
霊
誓
書
品
苦
学
五
割
致
晩
、
立

⑦
〉
浮
、
現
前
雲
半
里
三
千
〉
掛
目
一

〇
番
「
薯
の
守
男
甑
鶉
革

要
雷
管
艶
丸
田
中
富
歌
百

〇
番
「
着
古

平
常
義
竃
藷
亨
轡
豊
尋
言
善
「
Y

城
主
封
老
鶏
羊
、
子
葉
㌢
為
÷
壷
宣

⑦
」
し
∴
買
値
/

○
羊
「
手
「
未
配
そ
の

他
/
㌻
∵
色
相
̃
ふ
丁
⑦
白
票
」
/
二
㌔
十
-

寸
}
二
川
こ
こ
竺
ム
壬
単
合
理
主
剤
幽
種
油

ユ
鵠
寮
事
三
色
埠
目
立
二
、
ユ
「
五

〇
十
手
中
ユ
両
脚
〉
珪
d
∴
ヱ
イ

寸
と
〉
「
浅
利
正
し
∀
、
諸
事
「
羊
の
呼

や
日
中
⊂
雲
土
手
管
理
割
増
砂
利
曲
事

一
〇
番
「
十
㌢
り
咋
判
事
の
ユ
軍
略
、
立

室
町
⑦
立
並
、
宗
達
塾
、
暑
顎
、
圃
岩
壁

○
阜
碁
の
ギ
畔
主
都
多
々
嘉
霊
峰
・
和
博

寸
1
六
、
⑦
艦
、
呼
、
の
博
京
、
挫
戟
轢
圃

・
叢
亀
愁
、
剛
⑦
尋
革
の
謹
釜
、
の
博
∠

∠
(
、
の
脆
7
千
人
色
相
1
率
、
「
庸
-
隼

/
>
、
の
n
X
/
:
1
1
1
∠
、
部
長
固
重
訂

○
阜
土
龍
易
と
l
亡
、
判
蕾
婚
未
配

○
阜
土

日
圃
̃
三
離
、
判
維
噸

○
革
「
手
で
疎

専
目
立
里
ユ
微
続
刊
箇
∠
有
エ
⑦
出
生

坪
拙
句
埠
皆
皇
播
、
璃
雑
読
車
掌

畦
∴
割

田

酎

吉
Y
〇
一
一
第
〇
着
輩

匂
中
興
手
の
嘆
魯

.
曾
呼
立
通
⑦
つ
の
婁
早
曾
中
土
で
老

フ
′
ヒ
「
↑
中
土
責
苛
鶴
崎
Y
辛
目
一
⑦
兜

目
、
坪
喜
怒
潤
封
営
戟
⑦
匂
昨
…
薄
目

〇
号
坪
〉
ユ
卒
去
灘
勘

カ
ニ
イ
「
↑
重
訂
弐
碑
⑦
親
鶏
革
埠
胃
…
薄
目

弐
し
こ
三
幸
γ
二
、
諸
寄
税
堆
⑦
飽
朝
一

鱒

○
合
や
京
王
イ
二
〉
中
土
⊂
煎
諸
富
俄

球
を
「
〔
剖
雲
」
〉
舐
〉
㌢
脱
却
農
事

○
曾
上
も
完
封
叶
と
孝
男
メ
ゾ
、
a
∠
>
尋

申
⑦
籍
百
割
坪
和
す
諸
説
、
芸
事
早
出

⑦
闇
割
判
、
呼
O
g
〉
ユ
⊂
型
等
ず
り
曇
ら

且
⑦
乎
⑦
識
別
弐
准
、
フ
上
官
〉
土
手
兜

⑦
圏
嘉
川
羊
○
?
坪
離
立
雪
雲
節
⑦
軸

蛾
諸
士
誠
、
判
主
点
劃
貴
さ
聞
耳
雲
離
専

興
宮
阜
イ
主
項
∠
1
イ

〇
号
〉
土
で
首

土
で
寧
幸
司
ユ
⊂
千
種
蛎
毒
、
詑
山
千

昌
男
〉
聾
坦
町
営
0
9
諸
間
引
埋
革
韓

国
親
玉
、
雲
型
尊
皇
手
釣
⑦
と
よ
」
‥
1

車
上
二
と
レ
シ
ャ
ム
、
判
匂
昨
地
場
⑦
非
⑦

中
軸
戟
○
芝
草
手
動
樹
種
准
、
「
哲
樹

種
嘗
一
利
主
意
旦
撃
思
○
芝
草
朝
雄
マ
軸

田
城
旬
報
諸
呼
子
曾
埠
弐
百
里
、
判
立

田
⑦
亜
〇
時
舶
載
0
9
呼
諸
子
「
乙
圭
マ

食
言
∵
ミ
エ
ソ
山
色
五
㌢
で
主

へ
さ
ん
士
、
士

を
`
利
男
軸
、
鋭
さ
観
、
弓
〉
重
工
⊂

挟
引
用
抽
中
型
〇
号
q
尊
卑
老
輩
抵
⑦

ケ
排
喜
田
フ
二
へ
エ
し
子
右
、
寸
土
寸
、
王
子

誰
十
二
呑
、
よ
せ
、
匂
悪
書
記
号
多
心

瑠
専
図
研
半
里
○
〔
母
国
)
輩
の
他
殺

尋
鞘
堂
V
。
曾
飯
盛
三
言
亨
豊
玉
哲
雄
Y

磁
高
誼
革
み
レ
∴
∵
γ
隼
Y
、
吉
割
田
晦

室

町

中 高
軍
部
〇
日
一



年
度
中
の
行
事
報
告

地
域
研
修
会

令
和
三
年
の

N
H
K
の
大
河

「
青
天
を
衝
け
」

で
渋
沢
栄
一
が

取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
栄
一

は
一
橋
家
家
臣
募
集
で
一
橋
領
が
あ
る

飯
能
付
近
に
た
び
た
び
来
た
こ
と
も
あ

り
、
こ
の
講
演
会
を
計
画
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
令
和
四

年
十
月
十
五
日
に
や
っ
と
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

「
飯
能
戦
争
と
渋
沢
平
九
郎
」
と
題
し
、

入
間
地
区
退
職
校
長
会
長
で
彰
義
隊

十
四
番
隊
長
比
留
間
良
人
の
子
孫
で
も

あ
る
比
留
間
英
雄
先
生
に
お
話
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。

一
飯
能
戦
争
は
戊
辰
戦
争
の
一
つ

飯
能
戦
争
は
、
慶
応
四
年
一
月
三
日

に
始
ま
る
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
か
ら
明
治

二
年
五
月
十
八
日
に
終
わ
る
箱
館
戦
争

ま
で
の
一
年
半
に
及
ぶ
戊
辰
戦
争
の
中

の
一
つ
で
す
。
上
野
戦
争
で
敗
れ
た
彰

義
隊
の
隊
士
も
加
わ
り
、
五
月
二
十
三

日
の
一
日
で
決
着
が
つ
い
た
戦
い
で
し

た
。

一
一
飯
能
戦
争
に
至
る
ま
で

日
本
史
で
習
う
大
政
奉
還
、
王
政
復

古
の
大
号
令
に
よ
り
徳
川
慶
喜
抜
き
の

新
政
府
が
樹
立
さ
れ
、
慶
喜
は
朝
敵
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

慶
喜
追
討
令
も
出
さ
れ
、
汚
名
を
雪

ぐ
べ
く
一
橋
家
臣
を
中
心
に
彰
義
隊
が

結
成
さ
れ
、
渋
沢
栄
一
の
従
兄
弟
の
尾

高
惇
忠
、
渋
沢
平
九
郎
も
参
加
し
、
頭

取
に
渋
沢
威
一
郎
が
就
任
し
ま
し
た
。

し
か
し
武
闘
派
の
天
野
八
郎
等
と
意

見
が
合
わ
ず
、
彰
義
隊
か
ら
別
れ
、
田

無
で
振
武
軍
を
結
成
し
ま
し
た
。

五
月
十
五
日
に
彰
義
隊
が
破
れ
、
比

留
間
良
人
も
仲
間
と
上
野
を
脱
出
し
て

振
武
軍
に
加
わ
り
、
五
月
十
八
日
に
飯

能
に
移
り
能
仁
寺
を
本
陣
と
し
ま
し
た
。

約
六
百
人
の
隊
士
が
市
内
五
ケ
寺
に
宿

営
し
ま
し
た
。

三

飯
能
戦
争
の
概
略

新
政
府
軍
は
、
入
間
野
田
方
面
と
双

柳
中
山
方
面
か
ら
進
軍
し
て
き
ま
し
た
。

二
十
三
日
早
朝
、
笹
井
村
で
戦
端
が

開
か
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
振
武
軍

は
、
大
砲
を
備
え
兵
力
に
勝
る
新
政
府

軍
に
、
本
陣
の
能
仁
寺
を
焼
か
れ
半
日

で
敗
退
し
ま
し
た
。

多
く
の
振
武
軍
兵
士
は
、
天
覧
山
か

ら
逃
れ
て
行
き
ま
し
た
。
威
一
郎
や
惇

息
ら
は
横
手
村
に
逃
れ
、
横
手
の
三
義

人
の
助
け
に
よ
り
上
州
へ
逃
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

平
九
郎
は
独
り
山
道
を
北
に
向
か
い
、

顔
振
峠
で
休
み
、
黒
山
に
お
り
て
い
き

ま
し
た
が
、
広
島
藩
兵
に
脱
走
兵
と
分

か
り
、
打
ち
か
け
ら
れ
自
刃
し
て
果
て

ま
し
た
。
享
年
二
十
二
。
戦
場
と
な
っ

た
飯
能
は
四
ケ
寺
と
町
家
約
二
百
戸
が

焼
け
る
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

四

渋
沢
平
九
郎
に
つ
い
て

栄
一
の
妻
の
末
弟
で
、
長
兄
に
惇
息
、

従
兄
に
威
一
郎
が
い
ま
し
た
。
幼
い
時

か
ら
学
問
や
剣
術
の
影
響
を
受
け
て
育

ち
ま
し
た
。
慶
応
三
年
、
栄
一
が
徳
川

昭
武
の
随
員
と
し
て
パ
リ
万
博
に
渡
仏

す
る
際
、
栄
一
の
見
立
養
子
に
な
り
幕

臣
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
鳥
羽
伏

見
の
戦
い
の
後
、
彰
義
隊
に
加
わ
り
、

振
武
軍
に
も
加
わ
り
奮
戦
し
ま
し
た
。

新
政
府
軍
の
脱
走
兵
に
対
す
る
処
置

は
苛
酷
を
極
め
、
平
九
郎
の
首
は
、
切

り
離
さ
れ
、
越
生
の
村
の
高
札
場
に
晒

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
村
人
に
よ
り

秘
か
に
法
恩
寺
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
胴
体
は
、
自
刃
し
た
近
く
の
全
洞

院
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。

平
九
郎
は
、
性
格
温
厚
、
沈
着
で
勇

気
と
決
断
力
が
あ
り
、
所
作
は
美
し
く
、

色
白
長
身
で
腕
力
が
あ
る
と
評
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
栄
一
に
代
わ
っ
て
戊
辰
戦

争
の
動
乱
に
巻
き
込
ま
れ
た
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
明
治
三
十
二
年
栄
一
と
惇

息
が
越
生
を
訪
れ
、
法
要
を
行
い
平
九

郎
の
霊

を
弔
い

ま
し
た
。

生
き

延
び
た

渋
沢
威

一
郎
は
、

箱
館
戦

争
に
も

参
加
し
、

降
伏
後

は
実
業

界
で
活

躍
し
ま

し
た
。

ま
た
、
尾

高
惇
忠

は
、
役
人
と
な
り
富
岡
製
糸
場
の
初
代

場
長
に
な
り
ま
し
た
。

比
留
間
良
人
は
、
越
生
の
親
戚
の
家

に
潜
み
、
後
に
許
さ
れ
て
甲
源
一
刀
流

の
剣
術
を
教
え
、
多
く
の
門
弟
を
育
て

ま
し
た
。

○
穏
や
か
な
人
柄
そ
の
も
の
の
話
し
っ

ぷ
り
で
し
た
が
、
八
年
か
け
て
調
べ
、

出
版
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
熱
い
思
い
が

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

○
令
和
四
年
は
慶
応
四
年
か
ら
百
五
十

四
年
そ
の
中
間
点
が
昭
和
二
十
年
と
の

こ
と
不
思
議
な
縁
を
感
じ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

○
テ
ー
マ
の
内
容
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が

「
羅
漢
山
が
天
覧
山
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
理
由
」

で
、
陸
軍
大
演
習
が

飯
能
で
行
わ
れ
た
こ
と
や
「
幻
の
明
治

神
宮
建
設
」
で
今
代
々
木
に
あ
る
明
治

神
宮
が
も
し
か
し
た
ら
飯
能
に
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
興
味
深
い
話
な

ど
、
時
を
忘
れ
る
有
意
義
な
時
間
で
し

た
。

O
「
江
戸
城
無
血
開
城
」

の
立
役
者
は

西
郷
隆
盛
、
勝
海
舟
と
相
場
が
決
ま
っ

て
い
る
が
、
本
当
は
山
岡
鉄
舟
が
下
準

備
を
し
て
お
い
た
か
ら
う
ま
く
い
っ
た

な
ど
と
い
う
よ
う
な
話
な
ど
面
白
そ
う

な
話
が
次
か
ら
次
へ
と
出
て
き
て
、
知

ら
ず
知
ら
ず
と
話
に
引
き
込
ま
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

渋
沢
栄
一
の
新
一
万
円
札
が
令
和
六

年
七
月
に
発
行
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
早

く
手
に
し
た
い
も
の
で
す
。

(
文
責
・
山
下
)

4



(
土
山
・
萱
草
)

〇
番
「
立
等
艶
、
〉
珪
d
少
と

五
和
幽
着
手
判
回
し
∀
、
諸
革
「
立
案
灘

革
略
乎
⑦
萌
を
鶴
割
⑦
千
回
曽
写
、
利

害
捲
潔
⑦
立
γ
囲
牽
帝
皆
轟
皆
の
的
繋

黎
上
蔀
等
動
地
、
判
土
手
盟
主
ロ
コ

○
羊
「
妄
言
高
空
イ
い
つ
∴
㌢
ユ
高
閣
や

男
親
轟
易
、
曽
稽
⑦
雑
駁
、
言
問
尋
襲

辞
革
蔓
草
番
い
↑
雷
弐
灘
惑
重
富
冨
百
〇

〇
番
「
薯
の
雑
種
や
判
「
〉
「
推

夕
日
へ
日
毎
」
男
親
○
羊
「
手
芸
艶
γ
貴

〉
番
号
寸
ペ
コ
合
掌
姦
土
中
⊂
主
部
帝

⑦
彩
も
、
の
畔
早
手
ま
喜
市
⑦
市
営
○

○
中
耳
雪
中
ユ

「
親
善
孝
子
「
へ
こ
辞
専
判
融
、
岬
毒
害

丑
、
蟄
割
や
封
や
革
⑦
皆
目
専
目
○
孝

「
薯
「
轡
善
牽
き
哲
⑦
飽
割
引
高
墨
守
合

田
把
捉
母
の
市
帯
川
「
昨
豹
⑦
拙
軸
小

首
千
旦
〇
番
「
手
の
革
〉
「
高
手
ざ
上
向

闇
重
畳
並
製
等
⑦
d
O
S
A
⑦
胃
皆
〇

〇
番
「
軍
手
立
γ
昨
恕
雄
雌
靴
⑦
才
知

⑦
五
男
)
軒
フ
÷
申
Y
孝
の
訂
宝
雪
忠
常
い
漣

⑦
育
苗
○
曾
雲
胃
主
筆
哲
写
し
∀
〇
番
「

手
雪
印
ユ
ヰ
昨
闇
〉
謀
判
通
や
エ
キ
ュ

手
製
辞
⑦
拙
軸
砲
身
、
蝶
稽
⑦
百
皆
〇

〇
番
「
土
壁
掌
中
認

可
畔
判
や
ユ
キ

〇
五
品
㌔
叫
⊂
凌
d
志
士
哩

の
離
⑦
申
・
⑦
掌
⑦
騨
噺
、
豊
年
の
手
車

⊂
汲
十
㌢
さ
す
9
高
書
士
豊
可
、
⑦
旦
話
誓
咋
こ

い
、
和
蚤
孝
義
蟻
刊

「
子
宝
曾
亨
の
老

荘
割
前
謝
」
判
子
「
↑
⑦
普
貌
避
蟄
草
城

主
戦
勧
封
書
首
雑
⑦
中
川
非
、
百
弔
事

丁
ゥ
畔
軸
○
革
「
手
「
沼
野
手
合
阜
岬
覿

諸
「
難
薬
業
曾
喜
市
」
ユ
キ
「
↑
〔
寺
田

弐
Y
、
訓
耳
⑦
雑
事
雑
学
、
「
勢
⑦
小

寺
田
刺
青
Y
」
封
こ
き
王

○
阜
主
事
⊂
昨

孝
「
早
着

図
回
園
田

椎
、
健
澄

⑦
細
事
弼

カ
ナ
エ
一
ロ
ー

ゼ
土
の
施

主
/
丁
r
ふ

1
ロ
コ
′

・
∠
十
色

ユ
申
⑦

豊
年
⑦
雑

⑦
〉
多
⑦

市
野
〇
十

四
囲
図
画

窃
日
間
日
工
微
税
専
業
貰
〇
才
つ
曾
責

苛
〉
「
藻
尊
堂
哲
専

(
し
∀
)
葺
施
主
申

⑦
坪
蠍
⑦
親
し
、
中
子
輩
半
・
畢
離
・
苧

離

○
羊
「
手
「
範
理
匂
尊
埠
「
田
中

宙
牽
日
学
去
離
、
嬰
等
⑦
苛
持
説
冨
田

空
耳
埋
ま
遡
単
年
古
土
坦
哩
⑦
砲
身
手

簡
寵
皇
潅
、
利
害
剥
抱
草
地
⑦
毒
戴
○

○
羊
「

羊
「
甜
溜
手
車
薯
⑦
詳
言
ユ
埋
ま
牽
重

訂
ユ
坪
主
掬
帖
剖
世
襲
、
「
申
・
劉
俄
と

哲
子
γ
亀
妄
専
尊
重
、
坪
α
五
号
雲
量
華

〇
番
「
薯
妄
ユ
相
∠
一
と
∠
一
と
諸
艶
闇
善
事

古
老
擬
革
ヤ
号
⑦
鼻

へ
弐
申
⑦
嬰
等

〇
番
「
妄
言

ユ
中
主
革
を
諸
暑
岬
尋
⑦
〉
多
、
弐
襲

撃
⑦
弓
「
Y
9
呼
⑦
毅
菩
ゴ
ヤ
〉
轡
的

利
弟
轟
⑦
曽
嬬
」
の
判
を
弐
影
響

○
五
言
ア
ざ
玄
9
言
∵
千
国
護
れ
÷
雪
子

「
↑
曾
古
老
ネ
「
↑
い
専
雲
立
昨
「
立
回
⑦

壬

へ
雲
豊
玉
親
身
駈
⑦
国
⑦
五
、
割
草

堂
「
藻
○
阜
手
中
ユ
坪
昨
身
や
)
国
子

乙
乙
ヨ
革
と
l
有
4
蟄
直
配
、
∠
一
口
1
ゼ

⑦
/
丁
γ
ふ
1
ロ
コ
少
や
主
部
羊
二

〇
阜

手
中
ユ
坪
控
牽
国
⑦
丁
冶
国
々
0
0
主
立

ふ
、
「
甜
寮
⑦
蝉
喜
、
立
耳
苅
誓
早
判
融

⑦
弔
辞
○
ネ
「
↑
⊂
辞
革
判
融
、
番
手

〇
十
言
い
ユ
坪
主

部
苛
〉
「
藻
〉
「
賭
夕
日
、
の
辞
ユ
述

部
諸
哉
百
合
呼
⑦
中
軸
手
の
艶
、
五
二
エ

コ
職
孝
平
⑦
フ
こ
こ
斗
⑦
〉
多
○
十
重
∴
∵
ユ

埋
ま
コ
朗
蟄
選
や
解
異
甘
撃
の
)
写
丑

坪
三
号
曽
致
⑦
〉
多
⑦
揮
稗
、
葺
挽

〇
千
二
曾
阜
革
岬
柔
等
丑
、
ユ
「
五

〇
番
「
掌
中
ユ
ぞ
老
匂
尊
兄
手
合
畔

軽
諸
百
Y
ユ
エ
ゴ
も
㌶
チ
キ
薪
⑦
申
・
曾
+

ヲ
三
台
岩
音
、
辛
扶
育
を
阜
尊
母
胃
暑

中
・
、
項
⊂
車
掌
主
事
母
、
解
説
、
の
〉

⊂
専
掛
屋
部
帝
、
匂
昨
ぞ
礎
の
藷
甘
⑦

Y
丁
…
諦
認
○
阜
正
一
銭
型
割
の
判
を

コ
尊
書
小
、
孝
吉
Y

三

〇
番
「
羊
坪
喜
澄
妙
手
を

城
主
蟄
蝋
辛
苦
経
基
種
や
暫
諸
猛
毒
⑦

謝
辞
要
諦
磯
嘉
三
割
逝
去
中
○
革
「
手

中
ユ
埋
ま
革
製
年
刊
乙
ミ
玄
「
藻
尋
寄
手

「
l
埋
ま
牽
灘
製
革
重
富
立
直
⑦
五

〇
孝

「
手
管
聯
種
の
〉
↑
致
嘉
川
「
抵
弐

)
町
子
生
育
帯
革
で
瀞
引
轡
豊
科
キ
導
管

を
⑦
〉
多
、
判
土
中
皆
千
畳
、
番
手

〇
番
「
薯
雲
∴
∵
ユ
「
埠
育
種
腫
哉
基
礎

⑦
匂
尊
母
去
、
和
書
専
欝
轡
寄
書
幸
男

「
キ
ミ
轡
で
⑦
阜
連
判
稗
謝
」

の
哲
致

週
報

○
革
「
羊
「
灘
鞘
老
母
略
亭
主
高

い
諸
手
「
く
ら
ユ
尊
号
軌
宇
目
⑦
善
部
「

の
埠
⊂
「
専
単
軸
、
土
中
⑦
業
貌
⑦
心

耳
畔
⑦
導
畿
⑦
土
中
川
北
、
薗
立
岩

〇
番
「
手
中
ユ
「
暑
襲
撃
王
城
匂
え
車

種
敏
等
⑦
1
I
し
寸
ノ
∵
甘
イ
耳
ふ
∵
土
工
雑

葦
年
子
「
l
曾
筆
立
寵
尊
⑦
百
一
利
手
「
↑

曾
車
種
を
手
合
和
闇
専
嬰
⑦
Y
立
中
立

卦
、
「
田
の
切
妻
⑦
や
い
「
匂
専
目

〉
罫
専
訊
問

Y

′
A
「
十
T
‥
1
e
 
u
 
O
 
S
 
J
-
∂
d
 
d

⊂
辞
尋
割
繁

嶋
∴
Å
1
I
・
丁
ゼ
u
置
・
8
1
・
重
O
 
O

〇
番
「
手
中
ユ
「
麓
達
互
恵
重
言
「
ふ
い

革
の
轡
そ
つ
二
二
〉
哲
牽
軌
鯛
苗
利
口
乙

呼
㌢
宝
島
芸
者
自
利
主
よ
、
畠
素

早
難
業
⑦
警
部
狸
半
を
市
野
の
轟
暫

〉
蟄
尋
割

田
草
∴
Å
1
亨
丁
ゼ
〉
丁
‥
(
J
∴
⊃
d
S
 
S

轡
の
宣
誓
壬
戦
記

U
 
O
!
S
〇
・
A
 
A

ユ
「
才
色
妄
百
・
掌
の
畢
⑦
首
磯
、
玉
串

⑦
車
才
一
砲
身
古
事
一
一
観
梅
⑦
市
営

弓
呼
灘
惑
⑦
糾
軸
曽
凝
一
一

〇
番
「
羊
の
怒

革
曽
磋
ユ
「
」
イ
垂
弔
電
マ
田
老
昨
9
喜

市
弐
尊
い
、
幻
肴
早
寝
藷
⑦
義
雄
羊
C

呼
主
旨
種
、
土
中
⑦
五

〇
ギ
「
圭
∴
∵
ユ

営
々
日
章
車
甜
⑦
善
塩
川
「
謝
曾
幻
尊

号
朝
晩
の
並
市
⑦
捲
煮
、
巧
手
帯
封
士

⑦
某
国
⑦
描
呈
、
判
事
常

〇
番
「
掌
理

喜
革
装
箪
⑦
甲
南
車
型
匂
串
主
旨
揺

車
高
ズ
寸
利

一

〇
番
「
薯
妄
艶
ユ
「
専
柴
等
⑦
キ
「
↑

番
手
王
宮
尊
卑
、
封
の
㍉
言
で
考
寄
主
堂
哲

考
古
〉
「
藻
〉
轡
的
、
「
艶
子
「
・
I
裏

手
手
玉
壷
識
論
詰
∴
霊
性
-
大
電
仏
∴
Å

M
」
、
つ
で
碩
学
専
育
苗
諷
喜
田
里
弐

軸
襲
、
日
管

百
三
古
里
畔

告
〇
番
「
看
T
い

章
子
等
割
抱
⑦

「
弱
幸
二
飯
事

⑦
軸
で
ロ
コ

写
劉
胞
互
批



故
人
を
偲
ん
で細

田

豊

昭
和
0
0
年
4
月
1
日
だ
っ
た
と
記
憶

し
て
い
ま
す
。
職
員
室
の
窓
か
ら
眼
下

に
広
が
る
校
庭
を
見
る
と
、
一
人
の
年

配
の
方
が
校
舎
に
向
っ
て
歩
い
て
い
る

姿
が
、
目
に
映
り
ま
し
た
。
第
1
 
0
代
校

長
と
し
て
赴
任
さ
れ
た
、
鈴
木
浩
先
生

と
の
初
め
て
の
出
会
い
で
し
た
。

当
時
の
南
高
麗
中
学
校
は
、
体
育

館
・
プ
ー
ル
に
続
き
、
前
年
度
に
は
防

音
新
校
舎
が
落
成
し
南
高
麗
中
学
校
の

変
革
の
時
で
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
地
域

や
保
護
者
・
生
徒
の
期
待
も
大
き
く
、

新
し
く
着
任
さ
れ
る
校
長
先
生
は
、
「
大

変
だ
な
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
ん
な
私
の
杷
憂
は
す
ぐ
に
消
え

ま
し
た
。
鈴
木
先
生
は
、
戦
後
の
厳
し

い
時
期
に
教
壇
に
立
た
れ
、
中
学
校
一

筋
に
歩
ま
れ
た
豊
富
な
ご
経
験
は
+
い

ぶ
し
銀
」

の
よ
う
な
重
厚
さ
を
お
持
ち

で
し
た
。
反
面
、
穏
や
か
で
気
さ
く
に

私
達
教
職
員
に
接
し
て
下
さ
り
、
適
切

な
助
言
と
時
に
は
厳
し
い
ご
指
導
で
学

校
経
営
を
進
め
ら
れ
、
多
く
の
期
待
に

応
え
た
学
校
創
り
を
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

退
職
後
は
、
植
物
の
栽
培
や
水
墨
画

な
ど
様
々
な
趣
味
を
見
つ
け
ら
れ
、
充

実
し
た
余
生
を
送
ら
れ
て
い
た
と
聞
い

て
い
ま
し
た
。
鈴
木
先
生
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
安
ら
か
に
お
休
み
下
さ
い
。

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

(
令
和
四
年
六
月
三
日

ご
逝
去
)

高

野

滞

清
司
先
生
は
、
原
市
場
中
学
校
の
同

級
生
の
兄
さ
ん
、
更
に
教
職
員
の
先
輩

と
し
て
お
世
話
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

三
十
数
年
前
、
私
が
退
職
し
て
程
無

く
、
先
生
が
来
宅
さ
れ
て
、
「
退
職
公
務

員
連
盟
に
入
会
し
て
く
れ
な
い
か
、
そ

し
て
、
原
市
場
地
区
の
役
員
に
な
っ
て

く
れ
な
い
か
」
と
の
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
何
も
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

先
輩
の
一
言
に
従
い
役
を
お
受
け
し
ま

し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
毎
月
新
聞
を
お

届
け
に
あ
が
り
、
お
会
い
し
、
言
葉
を

交
わ
す
機
会
を
得
ま
し
た
。
先
生
は
、

会
報
「
清
傭
0
0
号
」
傘
寿
を
迎
え
て
の

中
で
、
野
菜
作
り
で
健
康
作
り
を
さ
れ

て
い
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
よ
く

農
作
業
姿
で
畑
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
私
に
気
づ
く
と
仕
事
の
手
を
休
め

近
づ
い
て
き
て
、
「
ご
苦
労
さ
ま
」
と

声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

気
配
り
に
感
じ
入
り
ま
し
た
。
ま
た
集

金
に
伺
う
と
奥
様
と
共
に
対
応
し
て
い

た
だ
き
、
仲
の
良
い
ご
夫
婦
の
姿
を
目

に
し
、
羨
ま
し
く
も
良
い
な
あ
と
感
じ

た
こ
と
で
し
た
。
温
厚
・
誠
実
な
人
柄

の
素
晴
ら
し
い
先
生
で
し
た
。

先
生
の
訃
報
に
接
し
た
時
、
こ
ん
な

に
急
に
と
驚
く
共
に
悲
し
み
に
く
れ
ま

し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

(
令
和
四
年
七
月
二
十
八
日

ご
逝
去
)

河

野

啓

司

「
教
頭
さ
ん
。
み
ん
な
ス
テ
ー
ジ
に

上
が
る
と
き
に
礼
を
す
る
け
ど
、
あ
れ

は
何
に
礼
を
し
て
い
る
か
分
か
る
か

い
?
」
と
突
然
に
松
本
先
生
。

「
国
旗
で
す
か
。
」
と
私

「
そ
う
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
卒
業
式
を
取
り
仕
切
る
何
か
が

ス
テ
ー
ジ
正
面
に
い
る
ん
だ
よ
。
私
に

は
何
か
は
わ
か
ら
な
い
け
ど
ね
。
そ
の

何
か
に
向
か
っ
て
ど
う
か
良
い
卒
業
式

が
で
き
ま
す
よ
う
に
と
私
は
頭
を
下
げ

て
い
る
ん
だ
よ
。
」
と
松
本
先
生
。

事
あ
る
毎
に
こ
の
よ
う
な
会
話
が
あ

り
ま
し
た
。
今
思
え
ば
、
私
に
校
長
に

な
る
心
構
え
を
い
ろ
い
ろ
と
お
話
し
く

だ
き
っ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

原
市
場
中
学
校
開
校
五
十
周
年
記
念

式
典
が
平
成
八
年
十
月
に
開
か
れ
ま
し

た
。
退
職
す
る
松
本
先
生
に
は
餞
に
な

り
ま
す
。

粛
々
と
式
典
は
進
み
、
最
後
に
ス
テ

ー
ジ
上
で
は
松
本
先
生
が
、
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
の

「
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
」

の

中
の
一
曲
を
朗
々
と
歌
い
上
げ
て
い
た

の
で
す
。
体
育
館
中
に
声
が
響
き
渡
り

ま
す
。
「
さ
す
が
本
物
の
音
楽
の
先
生

だ
。
」
と
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
参
加
者
全

員
の
声
で
し
た
。

当
時
の
松
本
先
生
の
好
き
な
言
葉
、

「
精
神
一
到

何
事
か
な
ら
ざ
ら
ん
」

(
令
和
五
年
一
月
二
十
一
日

ご
逝
去
)

平成21年度 飯能市退職校長会総会 2009.5,2

一6-

令
和
5
年
度
総
会
風
景
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(
謹
慶
喜
歌
百
姫
里
礎
生
鵡
野

塩
)

○
阜
手

許
丁
「
由
中
潮
掌
と
羊
十
手
の
餅
牽
鶉

輔
ご
寮
灘
二
や
ネ
移
し
マ
〇
十
手
中
ユ
⊂

革
男
装
軒
辞
ユ
「
手
首
蕪
離
島
醇
等
乾

土
龍
慶
喜
蔀
再
生
鵡
菊
判
匂
昨
日
圃

○
孝
「
キ
霊
夢
呈
出
手
嶋
罷
芋
茎

学
事
「
青
雲
雷
雲
百
〇
色
素
常
、
雲
立

諸
子
「
↑
曾
昨
昨
種
目
辞
去
秦
野
襲
い
「

埠
劃
○
革
「
手
雲
弾
番
い
ユ
ヰ
ま
昨
季

種
等
灘
、
日
離
、
雲
蔓
草
中
土
卒
去
等

Y
尊
号
普
迎
雑
読
生
鵡
欝
、
習
⑦
「
↑

〇
十
手
中
ユ
亀
澄

子
ヂ
青
等
三
を
荒
立
老
師
革
朗
尊
襲

⑦
去
、
食
六
㌢
享
乙
も
幸
男
十
三
千
9
言
早
#
シ

ソ
ユ
中
旬
軍
閥
弐
劉
皇
・
艶
繋
寸
′
イ

`
⑦
-
∠
/
∵
半
ユ
つ
つ
㌧
々
1
信
二
し
し
r
∠
(

当
等
田
功
し
`
/
∵
半
ら
あ
ざ
土
産
1
裏
と

⑦
生
鵡
璃
〇
番
「
羊
の
車
種
豊
前
等
立

耳
親
鶏
牽
閏
車
)
T
十
三
雲
鞠
専
飽
車
一
一

番
⊂
車
種
豊
軒
呼
立
生
壁
日
、
書
手

○
阜
羊
「
番
い
髄
鞘
ユ
軍
学
匂
呼
コ
コ
二
二

ギ
誓
掌
で
霊
筈
壱
姦
嵩
〉
埠
や
硯
毒

草
幸
平

へ
諸
学
「
羊
の
呼
判
土
中
の
馳

ふ
ロ
コ
ユ
「
三
景
語
義
姜
直
弼
豊
里

判
飽
事
三
の
兜
雑
読
○
十
手
「
番
い
躍

澄
〉
艶
子
曾
呼
主
潮
等
⑦
単
音
皆
⑦
戦

国
を
轟
皆
ユ
「
去
、
雑
品
⑦
鱒
碑
、
暑

繋
割
、
彰
百
、
割
〇
番
雲
立
を
寺
尋
雑

凝
土
手
影
響
〇
番
「
掌
理
羊
蹄
諸
裁
可

鶉
豆
日
一
十
三
百
三
種
戟
市
雑
凝
⑦
閏

も
V
十
三
、
羊
と
言
霊
野
立
上
ミ
十
川
哲

(
落
嘉
出
講
豊
里
畢
生
親
鶏
)

笛
∴
部
∴
統
一
錆

土
偶
誤
写
撲
轡

剰
園

薗

⑥
借
履
噛
」

○
*
莞
盈
冨
2
デ
士
-
ゼ
4
封
飯
事

⑦
蟄
割
引
こ
そ
嘗
コ
蟄
割
、
♀
殺
し
マ

〇
㌢
嘉
○
い
「
藻
や
⑦
管
掌
尉
諸
豊
等
の

章
子
脅
※
脂
艶
○
曾
坪
〉
土
中
静
や
芋

○
曾
坪
萱
牽
理
母
⑦
芋
を
誹
〇
号
申
埠

貌
率
い
手
前
、
の
輩
母
巧
い
百

〇
曾
畔

岬
や
謹
呈
⑦
小
弟
を
渕
割
匂
昨
醗
譜
⑦

習
隷
遭
寺
〇
千
「
-
g
呼
諸
点
等
相
の
ネ

Y
⑦
嘉
叢
勤
⑦
立
鵠
諜
・
脚
を
聾
、
乎

税
⑦
苦
さ
∠
′
士
1
セ
ム
、
封
と
三
吉

○
セ
「
薄
や
⑦
?
シ
醍
要
理
母

O
I
l
壬
>
立
′
乎
寸
1
主
と
専
ケ
誹
⑦

鴫
毒
を
官
営
尋
と
Y
手
も

○
〉
名
句
諸

寄
「
宵
轢
男
尊
日
学
ず
霊
害
㍊
業
務

今
日
や
立
と
し
エ
「
∴
凹

○
フ
二
三
9
す
ぎ
q

判
立
轡
耳
孝
和
髭
⑦
鴇
毒
⑦
々
嘉
薄
い

「
昨
掛
の
善
⑦
喜
古
平
、
の
畢
⑦
乾
を

蛍
、
誹
⑦
碍
誹
フ
∴
平
喜
⑦
雑
費
を
車
叩

皇
⑦
申
さ
等
、
批
難
⑦
ケ
半
、
判
竣

○
合
理
〉
ユ
高
車
草
書
哲
雄
年
型
⑦
喜
擬

と
中
子
科
馴
さ
凝
浮
○
蜜
二
幸
一
割
ユ

首
専
科
剃
、
晦
裔

○
?
管
主
⑦
や
を
中

子
9
高
芋
を
学
童
話
語
黒
靴
の
近
目
立
憲
脂

並
立
、
旧
刊
手
管
+
劃
梁
牽
凝
辞
〇
日

一
立
/
∴
千
十
1
主
と
、
利
巧
「
く

○
フ
二
二

革
⊂
畔
専
I
l
ふ
よ
蟄
割
⑦
肖
、
孟
手

○
昨
ら
高
二
ィ
二
竣
工
ミ
÷
⑦
⊥
育
、
判
の
乞

い
王
室
立
雑
報

○
曾
言
∵
ノ
⊂
山
号
で
々
/

士
-
セ
ム
⑦
酔
吉
田
軸
一
日
一
、
匂
埠

理
科
吉
事
一
千
日
軍
事
の
諌
難
蟄
割

Y
∴
登
園

艶
…
提

把
手
6
イ
モ
音
字
丘

○
羊
「
掌
中
ま
「
宅
、
鞘
単
〇
十
手
許
丁
「

直
写
髄
鞘
〉
畿
弐
「
二
二

〇
阜
掌
の
唾
王

朝
等
番
い
勘
考
色
物
こ
、
欝
羊
「
一
〇
鮮

晶
の
首
等
、
判
⑦
孝
輩
田
を
寺
号
善
事

立
昨
革
革
γ
五
〇
革
「
羊
「
や
灘
裁
⑦

言
合
阜
可
車
王
寺
牽
腫
部
、
い
酉
島
毒

蛇
ユ
ニ
山
亡
命
言
霊
艶
画
ヾ
子
守
食
言
丁
酋
頚

や
埠
「

○
革
「
羊
の
呼
立
欝
尉
弐
京
車

判
子
〉
勤
王
中
主
未
配
や
閏
も
)
丁
畢

呈
遜
詩
語
薯
革
と
千
〇
五
、
〉
繁
男
昨

謀
判
弐
鞄
⑦
去
暮
し
∀
判
濯
、
「
昨
「

〇
十
号
吏
芋
生
霊
苧
音
㍊
影
品
雷
電

掌
蟄
♯
捲
、
立
言
「
-
⑦
言
い
「
到
亜
種

「
国
営
⑦
Y
⑦
日
潔
艶
戟
」
判
⑦
や
ら
阜

判
葦
⑦
母
⑦

「
剥
製
」
鵜
等
〇
号
立

○
十
手
の
呼
立
を
「
三
チ
ビ
宮

子
中
耳
妄
言
∵
ユ
「
色
物
ユ
坪
事
老
年
古

登
時
曾
白
土
⊂
覿
諸
方
⇒
売
Y
一
、
引

写
球
目
⑦
揮
碑
を
世
親
璃
孝
吉
ユ
⊂
車

種
望
再
呼
、
男
運
等
毒
手
三

「
曾
十
台

婁
種
基
礎
の
輯
碑
」

9
呼
土
鍋
目
⑦
写

車
、
呼
⊂
首
〉
「
耳
老
母
蠍
⑦
寺
乾
草

喜
平
⑦
「
二
刊
「
寺
普
選
軸
寵
」

ケ
雑

○
埠
を
‡
「
立
小
串
判
立
の
曾
〉
ユ

ニ
孝
ヨ
埠
半
三
業
呼
の
動
静
艶
〉
画
工

ユ
里
の
圭
哲
雄
Y
単
の
騨
韓
、
〉
革
主

項
詳
雷
撃
判
子
草
食
ヨ
士
と
宙
専
拙
再

域
、
車
掌

○
阜
工
事
上
市
百
六
日
ア
封
陶

⑦
千
回
哲
再
割
引
軸
書
語
…
薄
目
、
剥
孝

的

○
阜
立
密
閉
革
喜
平
小
串
迷
押
⑦
ネ

「
三
高
昔
毒
垂

へ
割
き
鞋
婁
⑦
可
ロ
マ
の

畔
闇
⑦
哲
討
鞄
碑
を
V
J
d
⑦
荘
千

〇
卓
立
⑦
〔

富
子
⑦
や
い
革
匂
革
判
ユ
C
畔
謡
合
し
∀

食
品
別

ク
掌
の
畢
⑦
早
の
Y
曾
孝
Y
ク

削
マ
酎
老
輩
呈
⑦

「
豊
艶
・
留
と
」

○
γ
奇
手
の
率
土
坪
q
宙
引
く
千
番
雲
ユ

⊂
革
〉
轟
々
車
利
手
昨
胃
の
申
・
、
⑦
〇

年
士
こ
こ
雪
男
埠
寄
主
帖
劫
の
千
割
卦
高

い
剥
引
乎
諌
朗
酋
翁
⑦
蛾
謡
京
樽

〇
十
車
種
澄
専
澄
激
葛

小
難
コ
ネ
「
↑
曾
呼
こ
こ
坪
野
諸
議
書
シ

曾
呼
の
ユ
「
予
習
誓
、
土
中
灘
弐
雷
撃

⑦
娼
一
〇
革
「
羊
「
ネ
…
薄
謝
コ
ネ
「
↑
孝

幸
主
監
等
霊
講
読
言
ロ
マ
の
畔
闇
の
二
イ

Y
曾
呼
⑦
セ
昨
球
⑦
嘉
〃
巾
、
曾
阜
欝
ユ

「
ネ
晋
⑦
鞄
研
削
や
尋
士
〃

言
霊
半
⑦
い

ロ
マ
幻
紺
ク
も

〃
申
・
⑦
難
い
車
掌
〃
孝
吉

立
γ
皐
玉
串
⑦
干
圃
⑦
立
並
Y
セ
ロ

〇
十
立
⑦
合
掌
宙
種
を
半
ら

呼
正

々
嘗
離
写
取
ら
千
種
弓
「
-
学
迷
ユ

「
訓
詰
詩
話
草
朝
夕
刊
÷
二
三
⑦
匂
壷
「
-

○
阜
立
と
ニ
⑦

「
̃
筆
硯
艶
、
射
鱒
豊

富
致
、
⊥
掛
率
Y
岬
̃
妙
の
蒔
田
鯉

城
∴
寺
頭
目
」

」
致
毒
草
「
武
並
・
可

塑
・
可
勘
考
Ⅴ
⊥
d
」
、
「
再
現
堂
土
笛

諸
悔
囲
、
葛
一
二
軍
⑦
運
営
羊
膜
∴
殺

目
⑦
Q
上
記
士
⑦
車
軸
」

〇
十
ユ
豊
国
⑦

減
却
⑦
革
で
轡
革
轟
毀
尊
母
、
立
村
寸

′
`
⑦
と
-
ユ
ニ
事
理
匂
徽
鵜
も
与

貌
∴
哲
-
秘
千
畳

キ
つ
一
C
-
宵
「
ユ
∪
耳
管
コ
卦
諜
」



山
歩
き

細
田
俊
雄

日
々
穏
や
か
に

澤
田
清
志

祭
り

中

山

亨

●
●
●
●
:
●
●
:
●
●
●
●
●
●
-
●
●
●
●
●

短
歌
.
…

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
:
●
●
●
●
●
●

田
園
風
景

浅

見

信

六
月
の
堀
を
流
る
る
水
入
れ
て
た
ち
ま

ち
田
園
代
掻
き
終
わ
る

早
苗
田
に
舞
う
が
い
か
に
も
楽
し
げ
な

紋
白
二
つ
か
ら
み
つ
つ
飛
ぶ

早
苗
田
の
あ
ぜ
塗
る
農
夫
丸
き
背
も
土

の
汚
れ
も
清
ら
に
映
る

山
腹
の
木
立
の
も
と
に
お
み
な
え
し

一
足
先
に
秋
は
采
に
け
り

山
頂
に
鮮
や
か
に
咲
く
山
百
合
に

額
の
汗
は
そ
っ
と
ひ
っ
こ
む

平
九
郎
逃
れ
辿
っ
た
顔
振
り
は

霧
の
彼
方
に
か
す
か
に
浮
ぶ

藤
の
椅
子
主
を
亡
く
し
て
縁
側
に

た
つ
並
ん
で
藷
薇
を
見
つ
め
る

ブ
ラ
ブ
ラ
と
昔
通
っ
た
路
地
裏
を
君
と

散
策
「
こ
こ
に
駄
菓
子
屋
」

歯
を
み
が
く
夜
景
は
い
つ
も
変
わ
り
な

く

た
だ
月
は
満
ち
今
宵
十
六
夜

-
-
-
◇
-
-
-
◇
-
-
-
◇
-
-
-
◇
-
-
-
◇
-
-
-

木

工

芸

米
の
齢
に

大

高

秀

夫

立
ち
眩
み

倒
れ
て
藤
か

老
躯
う
ち

賀
状
も
書
け
ず

年
改
ま
る

輔
弼
を
ば

階
下
に
移
し

今
し
ば
し

見
果
て
ぬ
夢
を

鶴
臨
み
て
み
む

繋
観
相

茜
の
空
に

奉
じ
昇
り

戦
な
き
世
を

揺
れ
て
祈
れ
り

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
.
●
●
●
●
.
●
●
●
●
1

出
写
真
‥
…

●
1
●
●
●
●
:
●
●
●
●
●
●
●
●
:
●
:
●

く
佐

藤

信

弘

「
夏
銀
河
」

ト
浅

見

敏

彦

ウ
ッ
ド
・
ク
ラ
フ
ト
「
森
の
家
」

太
鼓
鳴
り
始
ま
る
雅
子
三
年
も
待
ち
し

祭
り
に
命
吹
き
込
む

太
鼓
笛
鉦
の
響
き
て
待
ち
て
い
し
一
番

星
に
祭
り
は
昇
る

ツ
ー
レ
ソ
レ
声
を
限
り
に
叫
び
お
り
や

が
て
祭
り
は
上
り
詰
め
い
く

悶
聞

回

国

回

国

○
ご
多
忙
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
く
さ
ん

の
会
員
の
皆
様
か
ら
の
貴
重
な
原
稿
を
い

た
だ
き
、
「
清
僻

第
四
十
三
号
」
を
発

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

O
「
行
事
報
告
」

の
欄
や
数
々
の
写
真
で

は
、
前
編
集
担
当
の
山
下
利
明
氏
に
多
大

な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
掲
載
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

○
会
報
担
当
と
な
っ
て
初
め
て
の
編
集
作

業
で
し
た
。
原
稿
の
ご
依
頼
を
通
し
て
諸

先
輩
と
の
交
流
も
で
き
、
有
難
い
限
り
で

し
た
。
今
後
と
も
、
会
報
を
通
し
て
の
ご

支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(
伊
藤

識

語
)
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